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第２回
どうして SDGｓに
取り組むの？

　現在、世界では人口が増加し続けている
一方、約８億人が貧困に苦しんでいます。
　しかし、日本の食品ロスは、国連世界食
糧計画による食料援助量の約２倍の 646万
トンあります。これは、毎日大型トラック
1,770台分を廃棄していることになります。
　また、2010 年から 2015 年の５年間で、
多くの森林が消失し、確認されている動物
の約３割が絶滅したか、絶滅の危機にあ
り、気温は、19 世紀後半と比べ、1.0 度上
昇するなど、自然環境は悪化しているとい
われています。2040 年前後には 1.5 度上
昇すると予測されていますが、仮に、気温
が 1.5 度上昇すると、海水面が 10 ～ 60m
上昇し、私たちの生活に大きな影響がでる
といわれています。
　このような状況が進むと、私たちが、今
後も継続して地球上で暮らしていくことが
難しくなることから、2015 年９月に国連
のサミットで、私たちの世界を変革する「持
続可能な開発（ＳＤＧｓ）のための 2030
アジェンダ」が全会一致で採択されました。

さるっぷメモ世界が SDGsに取り組む背景

貧困ってどんな人たちのこと？
　一日１ドル 90 セント未満（日本円
で約 200 円）で暮らす人々や、栄養
失調の人々のことをいいます。
　また、SDGs での貧困は、食べ物や
健康な体、学校に行くことなど、生き
ていくのに必要なものが十分にない
状態のことをいいます。

国連世界食糧計画（略称：WFP）
　飢餓に苦しむ国や天災などの被災
国へ援助する国際連合の機関。

食料援助
　WFP が食料不足に直面している発
展途上国へ米や小麦などの穀物を支
援すること。

地球温暖化
　温暖化により、すでに獲れる魚や作
物に影響が出ています。2050 年前後
には世界の CO2 排出量を正味ゼロに
しようと、世界中で温暖化対策を行っ
ています。

～年の瀬のよくある話～

　今年も、もう1 2 月になってしまいましたね。…ってこの文言毎年言ってるし聞く気がします。年齢を重 ね

るごとに時間が早くなっていくような気がするのは皆さん同じなんじゃないかなと思うんですが、一説によ る

と人が感じる時間の長さは、年齢の逆数に比例するそうで、例えば１歳の子が１年を感じる時間の長さが 365

日だとすると、30 歳の人が１年を感じる時間の長さは 365日× １/30（歳）≒12 日なんだそうです。そう言わ

れるとなんだかすごい短く感じますね。うかうかしていたら時間なんてあっという間に過ぎてしまうわけです。

～来年の抱負～

　さて、私も協力隊になって２年半が経とうとしていて、残りも半年を切ろうとしています…本当にあっと い

う間ですね。今年は沢山の方にご協力頂い て、ポスターやステッカーをつくった り、キャンプを計画したり、

どちらかというと村の外の人たちに向けた（猿払村を知ってもらうきっかけを生むための）企画づくりが多かっ

たのですが、来年は猿払村に住んでいる皆さんに向けて、日常の生活が少し楽しくなるような企画づくりを し

ていきたいなーと、思いを巡らせています。残り少ない任期ですが、変わらずエンジン全開で頑張っていき ま

すので、皆様方どうぞ宜しくお願い致します！

11 月 11 日に開催された SDGs の講演会に参加してきたよ。
“SDGs” についてたくさん勉強したから、僕の知識を披露す
るよ！みんなで理解を深めよう！

世界から貧困をなくすことは、最重要の目標として掲げられ
ているよ。僕たちにできることは、食事を残さないようにす
ること！些細なことだけれど、常に気を付けて食品ロスをな
くせるようにしよう！
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